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 第3章S犯%悔読03αγ認αsp.(サルシアクラゲの1種)の生活史に於けるHydran仙の再生能
 力の検討
 LHydranもhの上部の再生
 2.}{ydrand1の下部の再生
 第4章00Ty形1ム。玩面乞StechOw(タマウミヒドラ)の雄活史
 li鴨鶴瑠橿鰍濃囎三
 3.切片の再生能力
 ll器量n鋤形態の胴
 第5章0イ記。解肌α脚/潔碗Hirai(ムツノエダアシクラゲ)の生活史
 LRydran七hの形態の検討
 2.生活史
 第6章Sれ雄ooJα4毎sp.(イザリクラゲの1種)の生活史に於けるHydran馳の形態の検討
 第7章E%gyη徽z財物αo乞励ザ6rα(カールクラゲ)(新種)の生活史
 第8章翅8鮮。惚αoo¢%」¢30¢π3Bran醜(オワンクラゲ)の生滅史
 第9章00漉0π蹴α08んOToUchid乱(キタカギノテクラゲ)の生瀬史
 第1e章1)α06y∠oη昭齢αpαo乞∫加αGoe舗e(アカクラゲ)の生活史
 第難章オ%惚あαα雄琵αLamar(、k(ミズクラゲ)の生活史並に羅窟分化に関する実験的研究
 第12章Cイα40π蹴α麗扇面乞の水母形成及びオぴεあα偽幅毎の横分体形成促進に関する実験的
研究
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論文内容要
旨
 Hydrozoa及びScyp二上ozoaの研究は古くから行なわれているが複雑な生活様式のため全体を知る
 ことが少なく,飼育も試みられてきたがこれもはなはだ不完全であった。従来の浅虫におけるこれ
 らの種については分類学的研究(S七echow及びUchida!27,!31,!38)のみであった。筆者は
 Brineshrimpを主な餌として,温度,光等の最も簡単な条件,即ち建水によって纏温槽と冷蔵
 庫を使用しマツダ蛍光ランプ10Wの照射のもとで室内のペトリ且納で31種類のHydrozoa及び
 Scyψozoaを飼育し,その生活史を研究した。現在は約50種の飼育が可能となクている。筆者の
 研究目的は完全な生活史をみることであり,これにともない形態を吟味するためには再生現象によ
 る罷官形成の実験形態学的研究が必要であった。また生活史における種々の現象を解析するために
 も常に実験的研究を必要とした。即ちHydrozoa及びScyphozoaの生活史の研究は従来の如き形
 態学的な観察では不充分であると考え,実験形態学的研究をともなって羅富の形態を考察する生活
 史の研究を国的とした。この主旨にもとづいてこの論文では記載した31種類について形態学的検討
 を加えた。その内容を略記する。
 第1童浅虫附近に兇られる腔腸類,Hydrozoa及びScyphozoa
 1956年より1961年現在までに観察された浅虫附近に普通1こ見られる且ydrozoa及びScypLo-
 z・a26種(掬」απ伽♂乞9詑α」ε,Mtller,0傭・π2mα・3ん・T・Uch三d&,C・γy紹μ・ん舌面
 S七ech・鴨C・胆ε拶3沼αGaer七nerμノψα・伽乞α¢ρ乞・ん・π・ゐαS七ec封・w,Cy伽乞3
 ゴαρo漉αzUchida,OTオん。汐ん弾ε3が{z哲乞。αημB&le,(〕のπクzη泌`zγ嘱乞αsp.,丁鮎加∠(zあα
 SPP.,Sε伽∠α弼∠α規乞雄蔵3v&r蝕9傭S七ech卵,鈎伽4読・伽∠α噴t・rne生y,
 鈎如spP.,0鰯乞α9¢πぬイ鷹(LiRne!),0弼乞αspP.,伽曜π伽吻sp.,
 Pr・伽・漁吻イαsp.B・聯伽乞捌αsp.,S伽丁漉・3α競αsp.,Sα漉α勧鰯娩
 (Sars)御伽・・胆ε痂協商3Sむech・w,S伽丁・・配乞αsp.,C伽・アLεη協鉱・ん乞戯
 Hirδ1,Hαあ。勾3勧3(z初ザ君臨∠(zGlark,伽砺y∠oηLε魔αμo乞戸。`zGoet七e,オ㏄T¢あα
 α雄詳αLamarck)について採集時期,採集場所及び方法,また自然での生活史及び室内のペト
 賜H内での発生環をのべ,それらの種を室内で飼育し奪中保持するための実験的方法等について
 の概略を述べた。
 第2章SαT3れ編加Jo3α(Sars)(サルシアクラゲ)の生活史
 浅虫及び八戸より採集されるS僻3短勧加♂03αの生活史,主に室内での発生環を観察したと
 ころ,HydrOZO&類の分類の重要な特徴とみられている触手の形態において,この種では全く無
 いものとされていた針状触手がポリプの下部にはなはだ退化的ではあるが環状に存在することを
 明らかにした。
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 第3章S伽ヅ漉03αT3れsp.の生活史に於けるHydran曲の再生能力の検討
 S知解謡初3貯3毎sp.の生活史を観察し,実験室内で継続飼育することに成功した。この種
 に限らずHydrozoaは一般に群体から1個のポリプを切り取り,ペトリ皿に移して再生させた場
 合,ポリプは全く退化して形態が消失してストロン化し,やがてスト・ンから新しいポリプが発
 芽すると雷われていた(Tripp1928,Naka鶏麗aig4G,Kakinuma1960,その他)o即ち
 ポつプは全く未分化なもので再生に際しては退行して直ちにストロン→新ポリプとなり,Polyp
 零Hydrorh三zaの可逆的なものであると考えられてきた。しかし彼等の実験では切り取った1個
 のポリプに再生に際して餌をあたえたことが明記されていない。筆者の実験では餌をあたえた場
 合とあたえない場合に就いて検討した。あたえない場合は彼等の結果と全く一致した。一方,あ
 たえた場合にはポリプは再生に際して全く消滅することはない。又,1個のポリプの、ヒ部を切断
 して餌をあたえた場合は失った上部の形態を再生して復元し,ポリプの下部を切断して餌をあた
 えた場合はその失われた下部の形態を完全に再生することをみた。これらの結果から切り取った
 ポリプが蒋生に際して消失するのは栄養不足による崩壊で,みかけ上の消失であり栄養を補給す
 れば消失しないもので,律来考えられていたほど未分化なものではないと考えるに至った。又,
 ポリプは失った部分を充分再生して復元する能力のあることを知った。この種は生活史を研究し
 た結果から現在は翫.餌od嵩。虹と考えている(未発表)。
 、
手
・
 第4章00Ty%%oん乞d漉S七echow(タマウミヒドラ)の生活史
 1)自然においてC卯y形脱。ん詔漉の有性生殖の時期は春及び夏であるが殊に夏ホンダワラに
 附着形成している群体のHydrant11には多数の生殖体と共にHydranむhからHydran俵の無性生殖
 が兇られることから,c砂y紹%o玩d碗の生殖は夏にもっとも盛んであると考えられる02)プラ
 ヌラは正の走光性があり,一方この幼生の遊泳しているペトリ皿の中にホンダワラやヨレモク類
 の海藻の切片を入れると,プラヌラは1eG%ボリプに分化した。また分化したポリプには成体の
 ポリプに見られない形態の糸状触手が発生し,新しい群体の初期形成まで見られたが,その後に
 発生したポリプには見られなかった。なお,群体が大きくなると全部糸状触手は退化した03)
 Ooγy膨%o厄磁歪の各器密,Hydran愉,Hydrocau}us,S七〇10nの切片からの再生による分化
 能力を述べた。スト・ンの切片から再生したHydr犠n七hには糸状触手は分化しない。切り取られ
 たポリプは退行し,ストロン化しポリプを再生した。この現象に対する考察は第3章に述べた0
 4)恥drOZO抗の触手の種類,即ち頭状触手及び糸状触手の有無が現在の分類の特徴となってい
 る。筆者はプラヌラから分化したポリプが糸状触手を分化することによって成体のHydran誌に
 もこの分化能力が内在するのではないかと推察し,LiGl,Na狂ONSの薬品姐理及び高張,低
 張海水又は酸等で群体を処理したところ糸状触手が分化することを知り,Hydr飢塩の形態の検
 討をした。5)以上自然での観察と卵からの室内での発生環を観察しこの種の生活史を明らかに
 した。
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 第5童OJ面。形況α%o砺磁歪Hir勘i(ムツノエダアシクラゲ)の生活史
 1)浅虫附近に生息す.るCJα吻π¢祝α属の水母型はUchiδa(扮27)によってC∠αdoπε肌α
 惚d協動寵var.窺αy¢幅Perkinsと同定され,CJαdoπ獺α那αyε幅に近い種類とされていた。
 筆者はこの種の水母型を採集して産卵した卵からの発生を観察した。そしてプラヌラ幼生から分化した
 群体をペトリ皿に作らせることに成功した。ところがこの群体を構成するポリプには頭状触手の
 みが存在して糸状触手を欠くことを知った。一方,o∠砿。π㈱α肌叩石幅はその記載によると,
 そのポリプには糸状触手も存在するとありこれまでの分類の如き水母型の比較のみでは固定でき
 ないものであり,ポリプの触手の形態が重要な特徴であるべきことを知った。ポリプの形態の観
 察の結果よりHirai(1958)は新種OJ面。π蹴α麗屍磁歪として記載した02)自然で採集した
 水母の卵からの発生と,群体から発生した水母からの生活史を述べた。
 第6童S伽Too∠α4勧sg.(イザリクラゲの1種)の生活史におけるHydranthの形態の検討
 S如%Too∠α♂めsp・の生活史を観察し,水母では生殖巣の解剖学的位畷の点において,一方ポリプ
 の群体では大きさや分岐の違いからこれまでにない新しい種類であることがわかってきた(未発表).
 生活史の観察により成熟した群体のポリプの触手において・頭状触手は体の上部玲まで・糸
 状触手は下部%までの分化能力の範囲のあることを知った。この両触手の分化の形式はハイド
 ・ゾア類の触手の分化の新らしい形式であると考えられポリプの形態の検討に新らしい資料が得
 られたと思われる。
 第7章翫gy形㎎舵加αo毎丁腕∫酵α(カールクラゲ)(新種)の生活史
 二枚貝類に共棲するHydrozoaは我が国ではマガキ0誘γ脇σ勾伽Thunber9に共棲する
 E鮎g31那㎜π哲ん¢¢ゴαク。η,乞αz(カイヤドリヒドラ)が1種ある。
 筆者は八戸産の液露房"顔泌加Llnne(ムラサキイガイ)の体内に共生している
 伽卿那鵤舵加α属の1種を発見し,その生活史を明らかにした。この生活史で,今までにこの属
 の水母にみられなかった羅窟,蔓状触手が存在することがわかり新種として記載した。
 第8童溜g葛OT8αooε働∠8308贈Br呂n砒(オワンクラゲ)の生活史
 水族館前の磯の海藻の附着している小石を室内に放置したところ,微少なHydrozoaの群体を
 みつけた。群体の飼育によりCα祝辞肱あ照属のポリプであることがわかった。この属の群体水
 母型は従来全く不明であったが,生活史を明らかにすることによって水母はイ.oo8働髭30ε欄
 (オワンクラゲ)であることが判明した。
 第9章0傭。解彫α08加ToUchidaの生活史
 00冠0形況α03んOTO(キタカギノテクラゲ)の水母はσ」α面形麗㏄ん記漉と共に浅虫附近
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 で夏の頃藻場に多数みることができるにも拘らずその生活史は全く不明であった。筆者は磯の砂
 の中から微小な単体性のポリプをみつけ飼育をつづけたところポリプから水母とプラヌラ芽が無
 性的に発芽して分離してプラヌラ芽は薪ポリプを形成した。
 第10章伽。舌yJo膨オ鷺餌。御。αGoe七七e(アカクラゲ)の生活史
 1)αo勿Joη昭あα∫μo唇弁。α(アカクラゲ)は夏期に陸奥湾に出現するScy沖ozoaの1種で生
 活史の研究はまだない。筆者は雌雄のアカクラゲを暗室に30分入れておく光の処理により野薄卵
 を得て卵からの発生を観察した。この観察によって卵からエフィラに至る生活史の要点を知るこ
 とができた。
陰
 第11章Z勧丁ε」毎鋤γ詫α1」amarck(ミズクラゲ)の生活史
 この種の生活史は古来多くの人々によって研究されただけにほとんど一致した結果を得たが,
 これにプラヌラの附着の条件,横分体の葛生の現象等の実験的研究を併せて行った。また,生活
 史はHerouard(1909)によって模式図が作られているが・筆者の観察の結果をこの模式図に酸
 き加えて示した。
 第12童0∠砿・鰓脚%・ん協碗の水母形成及びガ御召」臨α紛諺αの横分体形成促進に関する実験
的研究
 Hydrozoa及びScyphozoaの生活史は複雑な様式を示し,各生活史の段階は一年のうち季節に
 よって左右される。この生活史の観察及び分化の現象をみるためには季節を待っていては甚だ不
 便である。このために筆者は実験的に生活史の段階の分化を促進することを考えた。殊に
 HydrozoaのCJ協。形篇α乱。ん泥漉の水母の分化は初夏の頃に限られScyphozoaのオ砂¢あα
 α解髪αの横分体形成は春と秋の2度に限られる。筆者はα記。御初α蜘砺血乞の水母の分化と
 オ獅¢あαα翻廊の横分体形成を実験的に促進する方法を試み,それに成功した。両者とも分化
 には光の存在が必要で,光のある状態でそれぞれ特殊な温度処理をほどこすことによって分化を
 促進することができたので,それについて述べた。この促進法の処理によってC∠磁。η餓α
 麗ん薇碗の水母型の時代と廠r2あα伽γ肱αの横分体及びエフイラの時代を常に室内に維持する
 ことができている。
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 論文審査結果の要旨
 柿沼好子提出の主論文は腔腸類のHy由ozoa及びScy凶ozoaに属する31種類の動物の生活史並に
 離宮分化の実験的研究の結果を12章に亘って述べたものである。
 柿沼は現在まで63種以上の杉料を手がけているが,この論文では記載するまでに至った31種につ
 いて述べ第1章にはその概括を記した。第2章以下には特に重要と思われる種類を述べ,既に英文
 18編,和文3編で発表したものである。この各種の研究で登園すべき点は第1に生活史を実験室内
 で観察出来るように飼育に成功し,それをフィールドの観察と平行して観察したこと,第2に自然で
 はきまクた季節のみに見られる現象が常時実験的に継続できるような研究に成功したこと及び第3
 に器官の形態を検討する際に単に自然の形態をみるに止まらずに羅官の分化に関して充分な実験的
 検討を行ったことである。
 この様な構想によって多数の種類の生濤史の研究が行われたのであるが,ここにi例としてタマ
 ウミヒドラ。砂y麗麗ん泥碗(第4章)の砺究の概略を述べる。この種は水母型の世代を省略する
 種類で冬から夏にかけて磯に繁茂する。棉沼はこの種のフィールドに於ける生活史を現場で観察し,
 一方この種の群体の小片をガラス皿に移殖し両生によって群体を作り温度,光の条件を調整し餌
 (brineshrimp)を充分に与えて飼畜し有性生殖と無性生殖による繁殖が常に室内で行われてい
 るように群体を維持して観察した。その結果四季に於けるこの種の詳細な生活史を明らかにしたが,
 中でもポリプの形態の検討が注目される。従来Coγ処8属のポリプには頭状触手のみを有すること
 が属の重要な特徴とされていた。締沼は有性生殖のプラヌラからの発生を観察したところ,プラヌ
 ラから分化するポリプには頭状触手の他に今までないとされていた糸状触手が分化することをみつ
 けた。この新事実から考え成体のポリプを生きたま㌧でよく伸長した状態で改めて観察したところ
 ポリプの根元に環状構造のあることをつきとめたが,これは糸状触手環の痕鋳であることが判明し
 た。この構造はいぢけた材料や従来分類のために用いられた固定標本ではみることのできない繊細
 な構造である。更に柿沼は卵の発生学で極性が論議されたLiGI及びロダン曹達の作用を思いつき
 夫々の溶液によって切片を処理してその再生をみたところ,これらいずれの処理によっても再生し
 たポリプには糸状触手をも分化することをみた。これ等の実験的研究によってポリプの器官の形態
 の吟味を行い新事実を知ったが,その結果によってHirai(!60)はGorynidae科の属の分類学的特徴
 について批判を試みることができた。柿沼は生活史の夫々に就いて盟蜜分化の検討を行い00丁鱗ε
 瓦0ん堀碗の新事実を見出し乍ら四季に於けるこの種の生活史を詳細に嗣らかにした。
 以上はCOT夘¢㏄o痂d碗1種を例にしたが,論文に記載した各種に就き夫々の新らしい方法によ
 って新事実を見出し乍ら生活史を明らかにしているO腔腸類特にHydrOZO我は複雑な生活史をもっ
 ため生物学的研究が甚だ困難で,例えば分類学では生活史が判らのために水母型とポンプ型が別々
 の種類とされているのが多いのであるが,柿沼の研究は飼育に成功したそれ自体がこの類の研究に
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 1っの新段階を作ったと言える。第8章のオワンクラゲの生活史がその1例で0α規μ側あ照顧
 の群体から海鮮or臨罵の水母型の生ずることを明らかにし・この2っの嘱は同一種であること
 が分った。
 これ等の結果,分類学のみならず,実験形態学の分野並に生態学の分野(参考論文)に貢献し,
 新しい分野が開け現在夫々活発な研究が展開している。
 以上,柿沼の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
湘
217
